　　　　

徳島県秋季ジュニア体操競技大会（秋季大会）
採　点　規　則〔男子〕

　　　　　　　　　　　　　　　

２００７年１０月一部変更

１，競技種目

ゆか，円馬，つり輪，跳馬，平行棒，鉄棒，・・・・６種目

　　　　※ゆか，跳馬，鉄棒は自由演技，円馬，つり輪，平行棒は規定演技
２，競技種目の器械寸度

（１）ゆ　か・・・１２ｍ×１２ｍ

（２）円　馬・・・６０ｃｍ（とびつき台の使用で高さ調節可）

　（３）つり輪・・・高さ２６５㎝（ウレタンマットで高さの調節可）

（４）跳　馬・・・高さ，１１０cm又は１２５cm

　（５）平行棒・・・高さ１２５㎝（マット面からの高さ）　　

（６）鉄　棒・・・高さ２６５㎝（ウレタンマットで高さの調節可）

３，各種目の採点については以下に示す採点基準によって行われる。

（１）演技の原則

　　　①演技内容は選手の能力に相応していること。

　　　②演技は，美しさ，雄大さ，独創性，安定性を目指す実施であること。

　（２）得点の構成および価値部分の要求

　　　①ゆか，鉄棒は次の配点により構成される。

　　　　　　　ａ）価値部分　　　　２．４０　（０．４×６）
　　　　　　　ｂ）演技実施　　　　６．４０
　　　　　　  ｃ）特別要求　　　　１．００　（０．２×５）

ｄ）加　　点      　０．２０
　　　　　　　可能な最高得点　　１０．００　　　

（３）演技の構成要素

　　　①価値部分の要求（ゆか，鉄棒）

· 価値部分で最高点を得るために，ゆか・鉄棒の種目において次の要素を満たさなければならない。

· ６つの価値部分（１つの価値部分につき０．４０×６部分＝２．４０）

· 価値部分の不足に対する減点は１部分につき０．４０である。

· 実施される価値部分には，以下の特別要求をそれぞれ1つは，含まれなければならない。ただし，１つの技で２つの要求を満たすことはできない。

（０．２×５＝１．０）

・特別要求の不足に対する減点は１部分につき０．２０である

ａ）ゆ　か

①倒立静止(２秒静止)　②片脚上でのバランス技（２秒静止）

③柔軟性を表現する技　④後方系の跳躍技　⑤前方系の跳躍技

　　　　　ｂ）鉄棒

①前方車輪　②後方車輪　③鉄棒に近い技　④ひねりをともなう技　⑤終末技　　　　　

②価値部分とくり返しの認定

・男子採点規則2006年度版のＡ難度に満たない技も価値部分として認める。
（例）床　　　側方倒立回転、ロンダート、後転倒立
　　　　　　　　　　鉄　棒　前方（後方）かかえこみ宙返り下り、

前方（後方）足裏支持回転倒立
・ゆか，鉄棒において同一技は２回（１回のくり返し）まで価値部分として認める。

・難度表の同一番号の技であっても，姿勢などが異なるものは別技とする。

・明らかに選手の能力に相応していないと認められる技の実施については価値部分として認めない。

　　（４）加　点（ゆか・鉄棒）

熟練性として最大0.20 まで与える。熟練性に対する加点は、以下の要素から考慮される。

・ 姿勢の美しさ

・ 卓越した雄大さ

・ 演技全体を通してのリズミカルな動き

・ 安定した着地
　　（５）演技実施（欠点と減点）

　　　　　小欠点　　　　　　　　　　　　０．１０

　　　　　中欠点　　　　　　　　　　　　０．２０

　　　　　大欠点　　　　　　　　　　　　０．３０

　　　　　落下，転倒　　　　　　　　　  ０．５０

・各欠点のめやすは採点規則２００６年度版（日本体操協会）に準ずる。

　　　　　・減点は一技について最大０．５０までとする。

　　・鉄棒で，無価値な振れ戻りについては減点をしない。

（け上がり順手振り上げ・後ろ振り上がり～後方車輪・シュタルダー・後方浮支持回転など）
　　（６）円馬の採点

　　　　　①　規定演技内容・・・両足旋回　合計８回【配点合計　9.60】

※両足右入れ，両足左抜き正面姿勢～両足旋回６回～両足右入れ，両足左抜き下り

②　減点内容　　　　　　　　　　　　　　　　　小欠点　　中欠点　　大欠点

　　　・旋回の不足（１回につき）　　　　　　　　　　　　　　　　　 -1.00

　　　・余分な旋回（１回につき）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

・旋回のリズム不良（全体で）　　　　　　　＊　　　　＊　　　　＊

　　　・腰の位置が低い（全体で）　　　　　　　　＊　　　　＊　　　　＊

　　　・スピード感に欠ける（全体で）
＊　　　　＊　　　　＊

　　　・左右のバランスが不良（全体で）
＊　　　　＊　　　　＊

　　　・停止及び落下（１回につき）
-0.50

　　　・両手支持を示さないで下りる　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　・着地位置が円馬から外れる　　　　　　　　＊　　　　＊

　　　・演技全体を通して姿勢欠点が見られる・・・・・-0.10～-0.30

③　加　点【0.40】

・卓越したスピード感・・・・・・・・・・・・・+0.20まで

・腰の位置が高く雄大な両足旋回・・・・・・・・+0.20まで

・美しい姿勢を示した両足旋回・・・・・・・・・+0･20まで

　　（７）つり輪の採点

　　　　　①　規定演技内容【配点合計　9.60】

　区分Ⅰ：ゆっくり体をあげて逆懸垂

区分Ⅱ：腰の曲げ伸ばしを使って前方へ振り出し，懸垂後振り

区分Ⅲ：懸垂前ふり，懸垂後振り（連続４回）

区分Ⅳ：懸垂前ふり，後方伸身宙返り下り

②　減点内容　　　　　　　　　　　　　　　　　小欠点　　中欠点　　大欠点

　区分Ⅰ：リズムや姿勢不良
＊
＊

区分Ⅱ：後振りで膝がまがる
＊
＊
＊

区分Ⅲ：懸垂振動のリズム不良
＊
　＊
　＊

懸垂振動の姿勢不良
　　　　　＊
　＊
　＊

懸垂振動の大きさがない　　　
 ＊
　＊
　＊

区分Ⅳ：後方伸身宙返り下りの姿勢不良
＊
　＊
　＊

後方伸身宙返り下りがかかえこみになる
＊
　＊
　＊
　　　・演技全体を通して美しさや雄大さに欠ける・・・-0.10～-0.30

③　加　点【0.40】

　　　・雄大な前後の振動・・・・・・・・・・・・・・+0.20まで

　　　・演技全体を通して美しい姿勢・・・・・・・・・+0.20まで

　　　・終末技で安定した着地・・・・・・・・・・・・+0.10

　　（８）平行棒の採点

　　　　　①　規定演技内容【配点合計　9.60】

※両手支持～支持前振り，支持後振り（連続５回）～５回めの支持後振りで横下り

②　減点内容　　　　　　　　　　　　　　　　　小欠点　　中欠点　　大欠点

　・支持振動の大きさがない
＊
＊　　　 ＊

・支持振動のリズム不良
＊
＊
＊

・支持振動の姿勢不良
　　　　　　　　　　＊
　＊
　＊

　　　・演技全体を通して美しさや雄大さに欠ける・・・-0.10～-0.30

③　加　点【0.40】

　　　・支持振動で卓越した振幅の大きさ・・・・・・・+0.20まで

　　　・演技全体を通して美しい姿勢・・・・・・・・・+0.20まで

　　　・終末技で安定した着地・・・・・・・・・・・・+0.10

（９）跳馬の採点

　　　　　①跳び方の基礎点は次のとおりとする。

ａ）前転とび（ヤマシタとび）群 

・前転とび・・・・・・・・・・・・・・・・9.40 

・前転とびひねり・・・・・・・・・・・・・9.40 

・前転とび１回ひねり・・・・・・・・・・・9.60 

・前転とび３/２ひねり ・・・・・・・・ ・ 9.70 

・前転とび前方宙返り・・・・・・・・・・・9.80 
ｂ） ツカハラとび群 

・かかえ込みツカハラとび・・・・・・・・・9.60 

・屈身ツカハラとび・・・・・・・・・・・・9.80 

ｃ） 開脚とび・屈身とび 

・開脚（閉脚）とび・・・・・・・・・・・  8.60 

・屈身とび ・・・・・・・・・・・・・・ ・9.00 

・伸身とび ・・・・・・・・・・・・・・・ 9.40 

・伸身とび１回ひねり ・・・・・・・・・・ 9.60 

　　　　　②試技は１回とする。

　　　　　　ただし，跳馬を越せなかった場合に限り１回のやり直しを認める。

　　　　　③加　点

　　　安定した着地や、優れた跳越に対して0.20までの加点を与える。 
　　　　　④その他

・足からの着地が認められない場合は，0.00点ではなく相応の減点で対処する

・跳馬の高さによって採点に差をつけることはしない
・距離や馬体軸からの外れに対する線は引かない。

しかし、飛距離および馬体軸からのずれに対する減点はある。

これらは、競技会のレベルを考慮し審判員が判断する。 
４ 禁止技について 

以下の禁止技を実施した場合、その技は認定されない。 

・ ゆ か：前方宙返り転（後ろとびひねりからも含む） 

前方2回宙返り（後ろとびひねりからも含む） 

後方2回宙返りにひねりが加わった技 

・ 跳 馬：2006年版採点規則「跳越グループⅡ」の技 

2006年版採点規則「跳越グループⅤ」の技 

ツカハラとびにひねりが加わった技 

前転とび前方宙返りにひねりが加わった技 

・ 鉄 棒：前方２回宙返り下り 

後方２回宙返り下りにひねりが加わった技 

後方３回宙返り下り 
　５　補　足

（１）この適用規則に記述されていない事項に関しては，採点規則２００６年度版（日本体操協会）に準ずる。

　　（２）補助および補助マットの使用について

事故防止と選手の精神的援助のため，ゆかを除く種目において２名までの補助及びソフトマットの使用も許される。ただし，『演技内容は選手の能力に相応していなければならない。』の原則は厳守しなければならない。
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